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２・15近畿総決起集会２・15近畿総決起集会
２月15日（土）15時～16時30分

（終了後、御堂筋パレード）

大阪・御堂会館（南御堂）
※地下鉄御堂筋線「本町駅」すぐ

スタッフ・ご家族もお誘いあわせてご参加く
ださい。交通費実費を協会が負担します。　
お申し込みは、☎078－393－1807まで

“東日本”と連帯し
1740
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２０１４年(平成２６年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７４０号

　

唐
辛
子
は
熟
す

る
と
な
ぜ
赤
や
黄

色
に
変
色
し
、
ピ

リ
辛
と
な
る
の

か
？　

そ
れ
に
は

目
的
合
理
性
が
あ
る
。
生
物
は

す
べ
て
子
孫
繁
栄
す
る
た
め
、

種
族
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
唐
辛
子
の
種
子
を
動
物
が

食
べ
て
、
糞
便
と
共
に
遠
く
へ

運
び
、
播
種
（
種
ま
き
）
し
て

も
ら
い
た
い
▼
し
か
し
獣け

も
の

に
食

べ
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
獣
に

は
臼
歯
が
あ
り
、
種
子
が
す
り

潰
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
鳥
な

ら
嘴

く
ち
ば
しは

あ
る
が
、
歯
が
な
い
の

で
、
そ
の
心
配
が
な
い
。
鳥
は

食
物
を
丸
飲
み
（
鵜
呑
み
）
す

る
の
で
種
子
が
す
り
潰
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
飛
翔
す
る
た
め
、

獣
以
上
に
遠
く
へ
種
子
を
運
ん

で
く
れ
る
▼
生
物
の
長
い
進
化

の
過
程
で
、
唐
辛
子
は
カ
プ
サ

イ
シ
ン
（
辛
味
の
素
）
を
種
子

の
中
で
含
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
一
度
食
べ
た
ら
獣
は

二
度
と
食
べ
た
い
と
思
わ
な
い

だ
ろ
う
。
濃
い
赤
や
黄
色
は
、

忌
避
す
る
た
め
の
目
印
に
な
る

だ
ろ
う
。
逆
に
空
飛
ぶ
鳥
に
と

っ
て
は
、
緑
の
葉
の
中
に
赤
や

黄
色
は
目
立
っ
て
餌
を
発
見
す

る
の
に
都
合
が
よ
い
。
唐
辛
子

は
鳥
に
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
に

進
化
し
た
▼
自
民
党
政
府
は
、

４
月
か
ら
の
逆
進
性
の
あ
る
消

費
税
増
税
に
よ
る
税
収
を
、
医

療
・
福
祉
・
年
金
と
い
う
福
祉

目
的
税
と
喧
伝
し
て
い
る
が
信

用
で
き
な
い
。
一
方
で
法
人
税

減
税
を
行
い
、
震
災
復
興
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う
名
目

で
無
駄
な
公
共
事
業
を
再
び
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
。
自
民
党

の
悪
性
遺
伝
子
が
蘇

よ
み
が
えり

、
消
費

税
増
税
分
が
別
な
と
こ
ろ
へ
使

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
▼
国
民

の
血
税
（
種
子
）
は
、
牙
の
あ

る
獣
で
な
く
平
和
の
鳥
に
食
べ

て
も
ら
い
た
い
。
唐
辛
子
の
よ

う
に
お
金
に
色
づ
け
し
厳
格
に

区
別
し
て
も
ら
い
た
い 

（
鼻
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

３面特集「被災地訪問と今後の課題」㊤

２面阪神・淡路大震災メモリアル特集

８面診内研より
消化管をエコーで診る

研
面
究

の
場
合
で
年
収
上
限
額
４
１

３
万
円
を
２
０
０
万
円
に
引

き
下
げ
る
原
案
に
対
し
て
、

２
２
６
万
円
へ
と
緩
和
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
程
度

の
緩
和
で
は
、
対
象
者
10
万

人
の
う
ち
６
割
を
削
減
す
る

方
針
の
大
枠
は
変
わ
ら
な
い

と
み
ら
れ
る
。

　

協
会
は
、
月
刊
保
団
連
１

月
号
に
、
患
者
署
名
用
紙
を

同
封
し
て
、
２
月
中
旬
ま
で

の
署
名
の
取
り
組
み
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
福
祉
医
療
改

悪
の
全
面
撤
回
を
め
ざ
し

て
、
１
カ
月
に
満
た
な
い
短

期
間
の
取
り
組
み
に
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

院
長
署
名
に

院
長
署
名
に

  

寄
せ
ら
れ
た
声声

・
景
気
が
回
復
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
（
略
）
低
所
得
者

の
老
人
や
母
子
家
庭
の
人
た

ち
の
生
活
が
改
善
さ
れ
て
い

る
と
は
と
て
も
言
い
が
た
い

の
が
現
実
で
す
。
消
費
税
も

増
税
、
年
金
は
減
っ
て
い
く

中
、
医
療
費
削
減
ば
か
り
を

声
高
に
唱
え
つ
づ
け
て
、
取

り
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
取
り

上
げ
る
や
り
か
た
は
間
違
い

で
す
。
体
調
が
悪
く
て
も
病

院
に
か
か
り
づ
ら
い
状
況
は

結
果
的
に
医
療
費
削
減
に
も

逆
行
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。（
西
宮
市
・
Ｍ
）

・
今
で
も
窓
口
負
担
の
た

め
、
必
要
な
検
査
を
拒
否
し

た
り
、
先
延
ば
し
に
さ
れ
る

患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。

負
担
の
引
き
上
げ
で
さ
ら
に

受
診
抑
制
が
す
す
み
、
結
果

的
に
重
症
化
し
て
医
療
費
の

総
額
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
神
戸
市
・
Ｍ
）

・
歯
科
の
場
合
、
受
診
抑
制

し
て
生
活
に
あ
て
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
が
多
い
で
す
。
引

き
上
げ
は
や
め
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。（
淡
路
市
・
Ｏ
）

阪
神
･
淡
路
大
震
災 

19
年

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
19

年
の
年
月
が
流
れ
た
。

　

今
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
被
災
者
が
入
居
し
て
い

る
借
り
上
げ
住
宅
か
ら
、
20
年

の
契
約
期
限
が
き
た
か
ら
と
高

齢
化
し
た
入
居
者
を
追
い
出
そ

う
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
兵
庫

県
や
国
が
被
災
者
の
た
め
に
恒

久
的
な
住
宅
を
造
ら
な
か
っ
た

の
が
根
本
的
な
間
違
い
だ
。

　

私
た
ち
の
粘
り
強
い
運
動
に

よ
り
、「
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
」
が
で
き
、
そ
の
後
の
被

災
者
に
は
住
宅
全
壊
で
３
０
０

万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
住
宅
再
建
に

は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
経
験

を
十
分
生
か
し
、
い
ま
だ
に
仮

設
住
宅
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
み

な
さ
ま
の
た
め
の
恒
久
的
な
住

宅
の
建
設
が
急
が
れ
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
医
療
の
再
建

と
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
免
除
措
置
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
国
に
働
き
か
け
よ
う
。
こ

れ
ら
は
復
興
予
算
を
適
正
に
使

用
す
れ
ば
十
分
可
能
だ
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日

本
大
震
災
の
大
き
な
違
い
が
福

島
原
発
事
故
問
題
で
あ
る
。
海

沿
い
に
あ
る
原
発
で
は
、
津
波

の
被
害
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
原
発
ゼ
ロ
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
だ
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
兵
庫

県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
（
民

医
連
）
と
協
力
し
て
、
昨
年
８

月
に
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者

の
方
々
の
健
康
診
断
を
初
め
て

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

み
な
さ
ま
へ
の
支
援
を
兵
庫
県

保
険
医
協
会
は
23
次
に
わ
た
っ

て
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

来
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

20
周
年
に
は
、
み
な
さ
ま
の
お

知
恵
を
お
借
り
し
て
、
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
に
備
え
る
、
す
ば

ら
し
い
企
画
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

会
員
の
先
生
方
の
積
極
的
な

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

原
案
に
対
し
て
県
民
の
厳

し
い
批
判
が
相
次
い
だ
結

果
、
県
は
自
ら
が
実
施
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
集

約
結
果
を
待
た
ず
に
１
月
14

日
に
は
修
正
案
を
発
表
。

　

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の

う
ち
、
窓
口
負
担
２
割
と
な

る
低
所
得
者
Ⅱ
の
廃
止
計
画

を
撤
回
し
た
。
し
か
し
低
所

得
者
Ⅰ
の
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
へ
と
倍
増
す
る
計

画
は
変
更
し
て
い
な
い
。
母

子
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、

所
得
制
限
を
強
化
し

て
対
象
者
の
６
割
を

削
減
す
る
計
画
だ

が
、
扶
養
親
族
２
人

　

兵
庫
県
は
、
年
末
に
発
表

し
た
「
第
３
次
行
革
プ
ラ

ン
」
の
中
で
、
老
人
医
療
費

助
成
制
度
、
母
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
者
を

大
幅
に
削
減
す
る
計
画
を
発

表
。
協
会
は
た
だ
ち
に
反
対

意
見
を
県
医
療
保
険
課
に
届

け
た
（
写
真
）。

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
実
施
し
た

院
長
署
名
に
は
、「
弱
者
い

じ
め
は
断
固
反
対
」
な
ど
多

く
の
反
対
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
（
下
記
）。

　

１
月
17
日
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
19
年

目
を
迎
え
た
。
兵
庫
県
下
各
地
で
様
々
な
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
が

行
わ
れ
、
協
会
か
ら
も
役
員
・
事
務
局
が
参
加
。
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
、
19
年
間
を
振
り
返
り
、
い
ま
だ
残
る
課
題

を
確
認
し
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
経
験
を
つ
な
ぎ
、
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
人
間
中
心
の
復
興
を
求
め
、
運
動
を
続
け
よ

う
と
確
認
し
た
。（
２
面
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

特
集
）

生
活
復
興
へ

粘
り
強
い
運
動
続
け
よ
う

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

談 話

県
行
革
３
次
プ
ラ
ン

福
祉
医
療
改
悪
に
厳
し
い
批
判

反対受け県が一部修正案

武村（左）・西山（右）両副理事長が
県の医療保険課・村上副課長（中央）
に申し入れを行った（12月25日）　　

撤
回
へ
患
者
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　医療費負担についてのクイズに正解する
と、抽選でグルメ景品が当たります。医院で
チラシを配布・回収していただきます。ご注
文は、☎078－393－1807まで

“景品付クイズチラシ”は“景品付クイズチラシ”は
注文制です！注文制です！

ぜひお申し込みを！ぜひお申し込みを！

２月～４月まで　２月～４月まで　第２シーズンスタート！第２シーズンスタート！

署名用紙

本の医療をクイズで考えよう!

加東市

西宮市

相生市

たつの市

赤穂市

佐用町

西脇市

小野市

加西市

多可町
市川町

福崎町

神河町

丹波市

宍粟市

香美町

養父市

朝来市

応
募
用
紙

ホームページからも応募できます

http://www.hhk.jp

1 2 3 4

ヒント

Q1 Q2 Q3 Q4

入院で中３まで無料にしているのは、群馬県、東京都、
愛知県、千葉県の4つです。１日１００円など低額の負担に
している県まで入れると8都県になります（2013年1月）。

５カ国は、患者負担が原則無料
です。G7以外でも、原則無料の国は多く、先進国では
患者負担は無料が当たり前です。

日本は6カ国中5位で、アメリカを除くと日本が最低
です。社会保障に財源を回すことは可能ではないで
しょうか。

ご
記
入
の
上
、切
り
と
っ
て
投
函
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

取扱医療機関名：

年齢

希望する景品番号に◯をつけてください

ご意見

☎ 歳
ご住 所

お名 前

解 答 欄
A、B、Cの中から正解をお書きください

フリガナ

〒 ̶

個人情報の利用は、利用目的の範囲に限り行います。

社会保障給付費の国際比較（対GDP比・OECD2013より作成）

フランスは、3割だが補完的制度で実質的負担はほとんどない
G7以外でも、原則無料の国

中学生まで無料または低額負担にしている都県（２０１３年１月保団連調査から抜粋）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス 日

本

ア
メ
リ
カ

29.8
27.8

24.1 22.2

19.2
フ
ラ
ン
ス

32.1

クイズのヒント

クイズ

2
クイズ

ヒント 4Q
クイズ

神戸市
尼崎市

姫路市
太子町

西宮市

芦屋市

伊丹市

相生市

豊岡市

加古川市

たつの市

赤穂市

西脇市

宝塚市三木市
高砂市

川西市
小野市

三田市加西市
猪名川町

加東市

多可町

稲美町

市川町
福崎町

神河町

上郡町

佐用町

宍粟市

香美町

養父市

朝来市

丹波市

篠山市

群馬県
千葉県
東京都
神奈川県
静岡県
愛知県

鳥取県

大分県

中　3
中　3
中　3
中　3
中　3
中　3

中　3

中　3

なし
１日３００円
なし
なし

１日１００円
１日５００円
なし

１日１２００円市町村民税非課税世帯は月１５日限度１回５００円、月１４日上限

なし
旧児童手当特例給付準用住民税所得割非課税世帯児童手当法準用旧児童手当法特例給付準用児童手当等準用第３子以降は所得制限なし

なし

なし

なし

フランス

イギリス カナダ イタリア ドイツ

チェコ
スペイン

トルコ ハンガリー ポーランド

デンマーク

対象年齢
自己負担 所得制限

入　　院

本の医療をクイズで考えよう!
あたる！

神戸洋藝菓子ボックサン
神戸ファイン

神戸北野大黒屋
いかなご くぎ煮

本焼きあなご下村
本焼きあなご

神戸串乃家
串揚げセット

中3
まで

兵庫県保険医協会 〒650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31
神戸フコク生命海岸通ビル5F

ヒントは…
裏面にあるよ！

裏面の応募用紙に記入して応募しよう！

兵庫県下41市町のうち、中学
3年生まで通院・入院とも無料
を実施している市町はいくつ
あるでしょうか。

入院の医療費負担を中3まで
無料にしている都道府県は
いくつあるでしょうか。

世界の先進7カ国（G7・アメリカ・
イギリス・イタリア・カナダ・ドイツ・
日本・フランス）のうち、患者負担が
原則無料の国は何カ国でしょうか?

社会保障給付費の多さ（対GDP
比）を、日本とアメリカ、イギリス、
スウェーデン、ドイツ、フランス、
の6カ国で比較すると、日本は
何位でしょうか。

1位 3位 5位A B C

4つ 6つ 8つA B C10市町 20市町A B
C

２カ国 ３カ国 5カ国A B C

2 /12014年

当選発表

実施期間

厳正な抽選の上、景品送付をもって当選発表とします。

応募方法 応募用紙に記入して切り取り、院内に設置された投函箱に入れてください。
兵庫県保険医協会のホームページからも応募できます。

土 ～4/30 水

神戸洋藝菓子ボックサン
神戸ファイン
神戸洋藝菓子のアソートセット

1
濃黒、和風、洋風の3種類のタレ、
すだち酢、塩付き

神戸串乃家
串揚げセット2 神戸北野大黒屋

いかなご くぎ煮
甘辛の味わいで、ご飯がとっても進む逸品 新鮮なあなごを焼きあげた自慢の一品

（写真はイメージです）（写真はイメージです）

※プレゼントはメーカーの都合により類似商品に
　替わる場合があります。

本焼きあなご下村
本焼きあなご3 4

日本の医療をクイズで考えよう!2014春

こどもの医療費
窓口負担は

４問
全問正解で
豪華景品が
あたる！

Q

全問正解者の中から、抽選で
100名様に、豪華グルメ商品をプレゼントします。

無 料に
回答欄に、ご希望の景品番号を選んで記入し、
投函箱に入れてお申し込みください。

クイズ

クイズ

クイズ

Q
クイズ

30市町
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17
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で

「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
と
結

ぶ　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
19
年

メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」
が
行
わ
れ

た
。
協
会
も
参
加
す
る
阪
神
・

淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
県
民

会
議
（
合
志
至
誠
協
会
名
誉
理

事
長
が
代
表
委
員
）
の
主
催
。

３
０
０
人
が
集
ま
り
、
協
会
か

ら
は
、
池
内
春
樹
理
事
長
、
松

岡
泰
夫
評
議
員
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た

池
内
理
事
長
は
、
阪
神
・
淡
路

の
経
験
を
活
か
し
、
い
ま
だ
仮

設
住
宅
暮
ら
し
が
つ
づ
く
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
の
恒
久
的

住
宅
の
建
設
や
、
窓
口
負
担
免

除
措
置
の
復
活
を
国
に
働
き
か

け
よ
う
と
訴
え
た
。

　

住
江
憲
勇
・
保
団
連
会
長

が
、
全
国
災
対
連
を
代
表
し
て

来
賓
あ
い
さ
つ
。
阪
神
・
淡
路

後
の
粘
り
強
い
運
動
が
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
を
勝
ち
取
っ

た
と
し
、「
不
屈
の
闘
い
が
東

日
本
大
震
災
被
災
地
を
ど
れ
だ

け
勇
気
づ
け
た
か
。

い
の
ち
、
健
康
を
取

り
戻
す
た
め
、
運
動

を
つ
づ
け
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

県
民
会
議
の
岩
田

伸
彦
事
務
局
長
が
活

動
報
告
に
た
ち
、
被

災
者
不
在
で
す
す
め

ら
れ
た
「
創
造
的
復
興
」
に
対

し
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
公

的
支
援
実
現
を
求
め
つ
づ
け

た
、
19
年
間
に
わ
た
る
運
動
を

振
り
返
っ
た
上
で
、
現
在
の
課

題
と
し
て
、
借
り
上
げ
公
営
住

宅
か
ら
の
追
い
出
し
問
題
、
新

長
田
開
発
事
業
、
災
害
特
別
融

資
返
済
問
題
を
あ
げ
た
。

　

県
や
神
戸
市
な
ど
が
、
民
間

住
宅
を
借
り
上
げ
、
被
災
者
に

提
供
す
る
「
借
り
上
げ
復
興
住

宅
」
で
は
、
高
齢
を
迎
え
た
入

居
者
に
対
し
、
20
年
間
の
契
約

期
間
満
了
を
盾
に
、
県
や
神
戸

市
は
転
居
を
迫
っ
て
い
る
。
被

災
者
の
粘
り
強
い
運
動
に
よ

り
、
一
部
で
継
続
入
居
が
可
能

と
な
っ
た
が
、
希
望
す
る
全
入

居
者
の
継
続
入
居
が
認
め
ら
れ

る
に
は
達
し
て
い
な
い
。

　

火
災
に
よ
り
焼
け
野
原
と
な

っ
た
長
田
地
区
で
は
、
住
民
無

視
の
大
型
再
開
発
事
業
が
進
め

ら
れ
た
結
果
、
立
派
な
ビ
ル
が

後
、
福
島
か
ら
大
阪
に
母
子
避

難
し
て
い
る
森
松
明
希
子
さ
ん

が
、
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
え
る

母
親
と
し
て
見
え
な
い
放
射
線

と
た
た
か
い
、
子
ど
も
が
自
由

に
外
遊
び
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
に
避
難
を
決
め
た
と
し
、

「
事
故
の
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
教
訓
に
す
る
」

と
、
原
発
賠
償
関
西
訴
訟
の
原

告
に
な
る
決
意
を
し
た
経
緯
を

涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
原
発
問
題

住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

筆
頭
代
表
委
員
の
伊
東
達
也
氏

が
、
原
発
事
故
後
の
福
島
の
現

状
を
語
っ
た
。

　

伊
東
氏
は
、
原
発
事
故
は

「
最
大
に
し
て
最
悪
の
公
害
」

で
あ
り
、
完
全
賠
償
、
継
続
的

健
診
の
保
障
、
被
ば
く
低
減
の

た
め
の
除
染
促
進
、
強
制
避
難

地
域
で
の
地
域
の
作
り
直
し
な

ど
、
住
民
の
た
め
の
復
旧
・
復

興
実
現
を
求
め
て
運
動
し
て
い

く
と
決
意
を
述
べ
た
。

立
ち
並
ぶ
も
の
の
、
テ
ナ
ン
ト

に
は
空
床
が
目
立
ち
、
人
口
は

減
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
援
護
資
金
や
営
業
用
融
資
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
各
種
融
資

返
済
問
題
が
、
い
ま
だ
に
被
災

者
を
苦
し
め
て
い
る
。

　

岩
田
氏
は
震
災
復
興
再
開
発

事
業
で
大
も
う
け
し
た
の
は
結

局
ゼ
ネ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

大
企
業
で
あ
り
、
企
業
に
や
さ

し
く
市
民
に
冷
た
い
「
復
興
」

で
あ
っ
た
と
し
、
住
民
生
活
の

復
興
を
求
め
今
後
も
運
動
を
継

続
し
よ
う
と
訴
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
か
ら

の
報
告
と
し
て
、
原
発
事
故

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
大

規
模
火
災
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
た
長
田
区
で
行
わ
れ
た

「
な
が
た
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー

ク
」（
協
会
も
参

加
す
る
震
災
復
興

長
田
の
会
主
催
）

に
は
、
75
人
が
参

加
し
た
。
参
加
者

は
、
新
長
田
の
街

を
歩
き
、
今
な
お

続
く
「
復
興
事

業
」
の
現
状
を
視

察
し
た
。

　

莫
大
な
税
金
が

注
が
れ
た
新
長
田

駅
南
再
開
発
事
業

に
よ
り
、
駅
前
に

は
40
棟
に
も
及
ぶ

巨
大
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が

次
々
と
建
設
さ
れ
た
。
し
か

し
、
テ
ナ
ン
ト
に
は
い
ま
だ
空

き
が
目
立
ち
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
と
な
り
、
住
民
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
る
。

　

案
内
に
た
っ
た
森
本
真
神
戸

市
会
議
員
は
、
借
り
上
げ
住
宅

か
ら
の
追
い
出
し
、
災
害
援
護

資
金
返
済
な
ど
の
問
題
が
い
ま

だ
に
被
災
者
を
苦
し
め
て
い
る

と
説
明
し
、「
復
興
事
業
」
に

よ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
守
っ
て

い
く
か
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え

た
。

れ
た
こ
と
、
中
医
協
総
会
（
11

／
22
）
で
歯
科
医
療
全
般
に
つ

い
て
集
中
審
議
さ
れ
、
根
幹
治

療
の
回
数
「
適
性
化
」、
４
根

管
の
根
幹
治
療
に
対
す
る
点
数

設
定
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
秋
の
組
織
強
化
月
間
と
共
済

普
及
対
策　

医
科
正
会
員
３
８

７
０
人
、
医
科
準
会
員
１
３
５

５
人
、
歯
科
会
員
１
９
１
８

人
、
合
計
７
１
４
３
人
と
な

り
、
医
科
正
会
員
で
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

田
村
忠
之
歯
科

部
会
長
が
療
養
中
の
た
め
、
吉

岡
正
雄
先
生
が
部
会
長
代
理
を

務
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

「
休
業
保
障
制

度
」
の
加
入
審
査
基
準
の
改
善

と
し
て
、
約
款
を
一
部
改
定
す

る
こ
と
へ
の
同
意
書
の
提
出
の

提
案
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
理
事
会
特
別
討
論
・
政
策
研

究
会
「
秘
密
保
護
法
の
危
険

性
」
講
師
：
羽
柴
修
弁
護
士

 

（
12
月
14
日
理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

33
人

◇
情
勢　

診
療
報
酬
の
次
期
改

定
に
向
け
た
議
論
が
進
む
中
、

政
府
の
14
年
度
予
算
編
成
の
基

本
方
針
原
案
で
は
「
新
た
な
国

民
負
担
は
厳
に
抑
制
す
る
」
と

診
療
報
酬
増
額
を
け
ん
制
。

◇
14
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動

向　

医
科
：
自
民
党
の
国
民
医

療
を
守
る
議
員
の
会
総
会
の
決

議
に
診
療
報
酬
引
き
上
げ
が
明

文
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
褥

瘡
対
策
や
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト

入
院
医
療
管
理
料
な
ど
の
算
定

要
件
を
厳
し
く
す
る
方
向
で
あ

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
歯

科
：
保
団
連
厚
労
省
要
請
11
／

７
で
、
患
者
へ
の
文
書
提
供
な

ど
事
務
負
担
軽
減
は
検
討
の
余

地
が
あ
る
こ
と
、
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
の
連
携
に
つ
い
て
医

科
歯
科
双
方
の
評
価
を
含
め
て

検
討
し
た
い
と
の
回
答
が
得
ら

人
が
集
ま
っ
た
。
主
催
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　

地
震
が
発
生
し
た
５
時
46

分
、
参
加
者
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
全
犠
牲
者
に
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
震
災
被
災

者
の
生
活
復
興
を
願
っ
て
つ

く
ら
れ
た
「
神
戸
・
希
望
の

鐘
」
を
つ
い
た
。

　

同
日
午
前
に
は
、
同
実
行

委
員
会
に
よ
る
「
手
作
り
市

民
追
悼
の
つ
ど
い
」
が
神
戸

市
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
。

集
ま
っ
た
１
５
０
人
が
琵
琶

法
要
と
声
明
に
よ
り
、
犠
牲

者
の
鎮
魂
を
願
っ
た
。

　

主
催
者
で
、
被
災
者
の
巡

　

神
戸
市
内
を
一
望
で
き
る

中
央
区
の
諏
訪
山
ビ
ー
ナ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
で
、
早
朝
に
行
わ

れ
た
追
悼
式
に
は
約
１
０
０

回
相
談
を
19
年

間
続
け
て
き
た

安
田
秋
成
氏

は
、
あ
い
さ
つ

で
「
ど
ん
な
つ

ら
い
災
害
で

も
、
住
民
が
立

ち
上
が
れ
ば
、

国
・
自
治
体
が

あ
た
た
か
く
支

援
し
て
く
れ
る

社
会
を
つ
く
る

ま
で
、
追
悼
を

続
け
よ
う
」
と

語
っ
た
。

「復興災害」「復興災害」

犠牲者に祈りと誓い犠牲者に祈りと誓い

〝
人
間
復
興
〞へ

〝
人
間
復
興
〞へ

た
た
か
い
を
つ
な
ぐ

た
た
か
い
を
つ
な
ぐ

市民　追悼のつどい
商店主から話をきく参加者

「
希
望
の
鐘
」
を
つ
き
追
悼

ながたメモリアルウォークながたメモリアルウォーク

300人が阪神の課題と福島の
現状を考えたメモリアル集会
（神戸市勤労会館）

原発事故による福島県民の
苦況を語る伊東氏　　　　

母子避難に至った
思いを語る森松氏

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

　

１
月
17
日
に
県
下
各
地
で
行
わ
れ
た
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
の

も
よ
う
を
紹
介
す
る
。

借上住宅追い出し、残る借金…苦しみつづく借上住宅追い出し、残る借金…苦しみつづく

19
年　

メ
モ
リ
ア
ル
行
事
各
地
で

阪神・淡路阪神・淡路
大 震 災

経
験
経
験
つ
な
ぎ

つ
な
ぎ
、、東
北
東
北
へへ  ――

 無謀な再開発が生活を破壊 無謀な再開発が生活を破壊
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被災地訪問被災地訪問と今後の課題今後の課題㊤被災地訪問被災地訪問と今後の課題今後の課題㊤

（上）気仙沼市内の仮設住宅で民族音楽家ロビ
ン・ロイド氏の演奏をともに楽しむ（2013年７
月14日）
（下）赤岩牧沢仮設住宅で住民らと懇談（2013
年12月22日）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
10
カ
月
。
兵
庫
協
会
は
、
東
日

本
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
地
へ
の
訪
問
活
動
を
つ
づ

け
て
い
る
。
昨
年
12
月
21
日
〜
23
日
に
は
、
宮
古
、
大
船

渡
、
陸
前
高
田
、
気
仙
沼
な
ど
の
医
療
機
関
や
仮
設
住
宅
の

訪
問
が
行
わ
れ
た
。
広
川
理
事
に
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
訪

問
を
振
り
返
り
、
被
災
地
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

報
告
い
た
だ
い
た
。

　

震
災
か
ら
19
年
後
の
１
月
17

日
、
知
人
か
ら
当
時
の
日
記
・

記
録
が
届
け
ら
れ
た
。

　

書
い
た
本
人
も
20
年
近
く
た

っ
て
読
み
な
お
し
、
初
め
て

「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の

か
」
と
驚
い
た
と
の
こ
と
。
１

月
17
日
は
、
意
識
せ
ず
と
も
あ

ら
た
め
て
語
り
合
い
伝
え
合
い

風
化
さ
せ
ず
語
り
継
い
で
い
く

た
め
の
一
日
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
に
西
宮
・
芦
屋

支
部
で
行
っ
た
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
15
周
年
の
集
い
」
で
の

関
西
学
院
大
学
の
室
崎
益
輝
教

授
、
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の

鵜
飼
卓
顧
問
、
日
本
福
祉
大
学

の
金
持
伸
子
教
授
に
よ
る
講
演

記
録
と
、
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
寄
稿
と
を
あ
わ
せ
て
、
16

年
目
の
メ
モ
リ
ア
ル
に
『
被
災

地
で
の
生
活
と
医
療
と
看
護
〜

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と

記
憶
を
語
り
継
ぐ
〜
避
け
ら
れ

る
死
を
な
く
す
た
め
に
〜
』
を

出
版
し
た
（
左
）。

　

そ
の
２
カ
月
後
に
東
日
本
大

震
災
・
大
津
波
・
原
発
事
故
が

起
こ
り
、
出
版
社
か
ら
も
、
震

災
支
援
の
一
環
と
し
て
１
０
０

０
部
増
刷
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
本
の
中
に
も
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
多
く
の
言
葉
が

被
災
地
の
中
で
語
ら
れ
た
。

　

「（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ニ
ー

ズ
が
な
い
と
断
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
に
対
し
て
）『
ニ
ー
ズ
が

な
い
』
と
い
う
こ
と
は
ニ
ー
ズ

を
見
い
だ
す
力
が
な
い
と
い
う

こ
と
」、（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医

師
に
「
何
故
被
災
地
に
来
た
の

か
？
」
と
の
問
い
に
）「
次
は

私
の
と
こ
ろ
で
す
か
ら
」、「
被

災
地
の
全
国
か
ら
の
『
支
援
』

は
被
災
地
の
人
々
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
る
」、「
異
常
な
と
き
に

は
通
常
通
り
し
よ
う
と
す
る
こ

と
が
異
常
（
た
と
え
ば
災
害
時

に
受
付
で
保
険
証
を
求
め
る
こ

と
な
ど
）」「
被
災
地
医
療
は
日

常
診
療
の
延
長
線
」
な
ど
。

　

こ
こ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地

を
訪
問
す
る
上
で
の
カ
ギ
が
見

い
だ
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
そ
の
一
つ
、

「
被
災
地
医
療
は
日
常
診
療
の

延
長
線
」
と
い
う
こ
と
か
ら

は
、
被
災
地
医
療
を
見
つ
め
る

中
で
日
常
診
療
の
あ
り
方
が
み

え
て
く
る
。

　

も
と
も
と
医
療
過
疎
地
で
診

療
科
目
偏
在
が
あ
り
高
齢
者
比

率
の
高
い
、
こ
の
た
び
の
被
災

地
に
あ
っ
て
、
そ
の
医
療
課
題

は
ど
の
地
域
に
あ
っ
て
も
社
会

・
生
活
を
守
る
し
く
み
と
診
療

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
共
有

す
る
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
「
次
は
私
の
と
こ
ろ
で

す
か
ら
」
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
直
後
に
東
京
か
ら
現
地
に
か

け
つ
け
た
一
人
で
あ
る
中
村
洋

一
医
師
の
言
葉
で
あ
る
が
、
一

言
な
が
ら
相
手
の
気
遣
い
を
和

ら
げ
、
お
互
い
共
同
の
と
り
く

み
と
し
て
、
絶
え
ず
災
害
に
心

し
て
の
ぞ
む
と
い
う
課
題
意
識

・
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

被
災
地
の
課
題
は
、
時
間
の

経
過
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状

況
・
被
災
内
容
に
よ
っ
て
変
化

す
る
。

　

協
会
か
ら
の
、
私
の
被
災
地

訪
問
は
、
東
日
本
大
震
災
・
大

津
波
・
原
発
事
故
か
ら
10
日
目

に
始
ま
る
。

　

池
内
春
樹
兵
庫
協
会
理
事
長

か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
大
阪
府

保
険
医
協
同
組
合
の
協
力
を
得

て
薬
剤
を
選
定
し
、
保
団
連
か

ら
そ
れ
を
届
け
る
べ
く
、
宮
城

協
会
に
訪
問
を
行
っ
た
。
山
形

空
港
を
経
由
し
て
現
地
で
和
歌

山
協
会
の
小
野
田
幸
男
理
事
・

上
野
佳
男
事
務
局
長
と
合
流

し
、
と
も
に
混
乱
を
極
め
た
避

難
所
の
訪
問
。
帰
路
は
、
事
務

局
の
横
山
、
足
立
の
各
氏
と
３

人
で
車
で
の
神
戸

（
西
宮
）
ま
で
の

移
動
で
あ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
２
年

10
カ
月
。
被
災
地

の
生
活
の
場
は
避

難
所
か
ら
仮
設
住

宅
へ
と
場
所
を
移

し
て
い
る
が
、
そ

の
仮
設
住
宅
も
先

が
見
え
な
い
。

　

大
槌
町
も
陸
前

高
田
市
も
、
多
少

の
盛
り
土
は
始
ま

っ
た
が
、
地
元
の

人
た
ち
に
聞
く
と

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

気
仙
沼
で
は
防
潮
堤
を
と
い
う

声
も
聞
か
れ
る
が
、
仮
設
に
住

む
人
た
ち
は
、
そ
れ
よ
り
も
何

よ
り
も
、「
一
刻
も
早
く
安
心

し
て
住
め
る
家
を
」
と
い
う
気

持
ち
が
強
い
。
三
陸
鉄
道
再
開

を
願
う
声
も
あ
れ
ば
、
45
号
線

な
ど
高
台
を
走
る
安
全
な
輸
送

ル
ー
ト
を
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

原
発
事
故
周
辺
地
・
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
現
実
と
不
安
が
あ
り
、
日

々
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
現
実
が

あ
る
。「
遠
方
に
出
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
帰
っ
て
こ
い
と
言

っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と

い
う
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、
世

界
史
的
事
件
に
立
ち
会
っ
た
と

し
て
、
正
確
に
デ
ー
タ
を
と

り
、
自
分
た
ち
の
生
活
や
こ
れ

か
ら
の
日
本
や
世
界
に
役
立
て

残
そ
う
と
い
う
動
き
も
聞
く
。

　

訪
問
で
は
「
受
け
入
れ
て
い

た
だ
く
」「
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
」「
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

く
」
こ
と
を
ま
ず
強
調
し
て
い

る
。
お
互
い
の
関
係
は
双
方
向

性
で
あ
り
、「
支
援
」
と
い
う

思
い
は
な
い
。

　

訪
問
日
は
休
日
が
主
と
な
る

が
、
現
地
の
方
々
に
は
貴
重
な

時
間
で
あ
り
、
た
と
え
「
今
日

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
で
す
か

ら
」
と
か
「
日
直
で
す
か
ら
」

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
心
す

る
こ
と
、
平
日
で
も
同
じ
こ
と

で
、
貴
重
な
時
間
を
と
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
思

い
を
き
ち
ん
と
持
つ
こ
と
が
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
訪
問
し
て
き
た

医
療
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、（
旧
）
避
難
所
と
仮
設
住

宅
の
あ
る
地
域
は
、
北
か
ら
南

に
６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
宮

古
、
大
槌
、
大
船
渡
、
陸
前
高

田
、
気
仙
沼
、
千
厩
、
藤
沢
、

東
松
島
、
仙
台
、
亘
理
、
南
相

馬
、
そ
し
て
い
わ
き
・
湯
本
で

あ
る
。

　

訪
問
先
で
は
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
礼
を
尽
く
し

て
、
く
り
返
し
訪
問
し
、
そ
し

て
新
た
に
訪
問
先
を
加
え
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。

　

被
災
地
協
会
と
は
、
事
前
に

保
団
連
、
各
協
会
に
連
絡
し
て

同
行
・
協
力
、
企
画
の
際
に
は

共
催
の
依
頼
を
行
い
、
事
務
局

だ
け
で
な
く
私
か
ら
も
直
接
相

談
や
連
絡
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

移
動
の
安
全
の
た
め
、
公
共

交
通
機
関
を
で
き
る
だ
け
使
い

（
冬
期
は
凍
結
・
積
雪
の
た
め

内
陸
部
の
花
巻
〜
盛
岡
〜
宮
古

・
大
槌
・
陸
前
高
田
間
）、
沿

岸
部
の
移
動
は
レ
ン
タ
カ
ー
で

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
運
転

で
安
全
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
、
一
台
に
乗
れ
る
人
数
と
し

て
い
る
（
12
月
の
訪
問
で
は
は

じ
め
て
２
台
で
の
移
動
）。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
訪
問
ご
と

に
交
代
し
な
が
ら
継
続
し
、
新

た
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。
今
後
は
責
任
者

の
交
代
と
各
地
域
ご
と
交
代
し

な
が
ら
の
担
当
が
必
要
と
な

る
。

　

訪
問
の
中
で
は
、
医
療
相
談

を
行
い
、
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ

で
西
宮
・
芦
屋
支
部
に
関
わ
り

あ
る
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
た
。「
い
ま
仮
設
に

は
そ
の
よ
う
な
時
間
が
大
切

で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
を
連
れ

て
き
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
地
元
の
方

々
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を

い
た
だ
く
。

　

一
回
の
訪
問
で
の
走
行
距
離

は
４
０
０
〜
５
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
空
港
で
も
待
ち
時
間
が

あ
り
、
移
動
中
が
お
互
い
の
情

報
の
補
完
、
感
想
や
ま
と
め
の

時
間
と
な
る
。

　

た
と
え
ば
12
月
の
訪
問
時
に

は
、
22
日
は
午
前
６
時
20
分
に

盛
岡
宿
舎
を
出
て
、
午
後
10
時

に
気
仙
沼
の
宿
舎
に
入
る
ま

で
、
宮
古
の
後
藤
泌
尿
器
科
皮

膚
科
医
院
・
河
南
仮
設
住
宅
・

高
浜
仮
設
住
宅
、
大
船
渡
の
越

喜
来
甫
嶺
地
区
仮
設
住
宅
、
陸

前
高
田
の
朝
日
の
あ
た
る
家
・

子
ど
も
図
書
館
、
気
仙
沼
の
五

右
衛
門
ヶ
原
運
動
場
仮
設
住
宅

・
赤
岩
牧
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮

設
住
宅
と
、
８
カ
所
を
訪
問
。

ま
と
め
を
行
い
な
が
ら
移
動
を

行
っ
て
い
る
。

 

（
次
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被災地での生活と医療と看護
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／
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１
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０
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ぶ
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訪
問
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る
。
政
府
与
党
は
10
％
へ
の
引

き
上
げ
も
見
据
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
は
社
会
保

障
の
充
実
に
充
て
ら
れ
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
70
〜
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
や
介
護

保
険
の
自
己
負
担
の
引
き
上
げ

な
ど
、
社
会
保
障
は
切
り
捨
て

ら
れ
る
一
方
だ
。
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
で
は
、
本
当
の

意
味
で
の
社
会
保
障
の
充
実
と

そ
の
財
源
と
し
て
の
所
得
税
や

法
人
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

十
分
議
論
さ
れ
ず
、
社
会
保
障

の
削
減
と
消
費
税
の
増
税
の
み

の
工
程
を
決
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　

日
本
国
憲
法
第
９
条
を
骨
抜

き
に
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
容

認
や
国
家
安
全
保
障
基
本
法

　

今
年
を
ど
ん
な

年
に
し
た
い
だ
ろ

う
か
。

　

４
月
か
ら
消
費

税
が
８
％
に
な

も
、
今
国
会
で
政
府
与
党
は
数

の
力
で
成
立
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

安
倍
首
相
は
年
末
に
靖
国
神

社
に
参
拝
し
た
。
第
２
次
世
界

大
戦
が
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
反

省
が
み
ら
れ
な
い
。

　

年
末
に
成
立
し
た
特
定
秘
密

保
護
法
も
国
民
全
て
を
ス
パ
イ

扱
い
し
、
国
民
の
知
る
権
利
を

を
犠
牲
に
す
る
の
は
、
戦
前
と

同
じ
で
は
な
い
か
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

本
当
に
幸
せ
に
な
る
た
め
に

は
、
平
和
な
日
常
生
活
と
子
ど

も
の
貧
困
へ
の
対
策
が
欠
か
せ

な
い
。
日
本
を
支
え
て
き
た
老

人
が
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
平
和
な
日
常
生
活

は
く
奪
す
る
日
本
国
憲
法
97
条

の
基
本
的
人
権
無
視
の
悪
法

だ
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
危
険
に

さ
ら
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
交
渉

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
全
て
米
国
と
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
た
大
企
業
の
利
益

を
守
る
た
め
の
政
策
だ
。
大
企

業
の
利
益
を
守
る
た
め
に
国
民

と
病
気
や
障
害
へ
の
対
策
と
年

金
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。

　

平
和
な
日
常
生
活
こ
そ
が
、

日
本
国
憲
法
13
条
で
規
定
さ
れ

た
幸
福
の
原
点
だ
。

　

兵
庫
県
の
老
人
や
母
子
家
庭

の
医
療
費
窓
口
負
担
の
減
免
削

減
案
も
、
私
た
ち
の
反
対
の
声

に
よ
っ
て
一
定
程
度
の
改
善
を

示
し
つ
つ
あ
る
。

　

平
和
な
日
常
生
活
を
破
壊
す

る
も
う
一
つ
の
要
因
が
、
自
然

災
害
だ
。
来
年
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
の

年
。
来
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
大

地
震
へ
の
備
え
が
必
要
だ
。

　

２
月
15
日
に
は
、
私
た
ち
の

幸
せ
を
求
め
て
「
２
・
15
近
畿

総
決
起
集
会
」
が
大
阪
・
御
堂

会
館
で
行
わ
れ
る
。
私
た
ち
が

本
当
に
幸
せ
に
な
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
食
い

止
め
る
た
め
、
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
。
当
日
は
、
神
戸
女
学
院
大

学
教
授
の
石
川
康
宏
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
よ
る
模
擬
講
義
「
教
え

て
、
日
本
に
お
金
は
あ
る

の
？
」
や
医
療
・
介
護
現
場
か

ら
の
訴
え
も
行
わ
れ
る
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

―
２
・
15
近
畿
集
会
へ
ご
参
加
を

安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
！

　

※
近
畿
総
決
起
集
会

の
詳
細
は
１
面
参
照

　

安
倍
政
権
は
昨
年
12
月
20
日

に
、
２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
率
を
決
定
し
た
。

　

本
体
プ
ラ
ス
０
・
73
％
、
薬

価
等
マ
イ
ナ
ス
０
・
63
％
と
な

り
、
全
体
で
プ
ラ
ス
０
・
１
％

と
し
て
い
る
が
、
消
費
税
対
応

分
１
・
36
％
を
除
く
と
、
実
質

マ
イ
ナ
ス
１
・
26
％
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
。
医
療
崩
壊
を
食
い
止

め
、
患
者
に
必
要
な
医
療
を
提

供
し
た
い
と
い
う
医
療
者
の
思

い
を
無
視
す
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

改
定
率
の
決
定
を
ふ
ま
え
、

１
月
15
日
に
厚
労
大
臣
が
中
医

協
に
改
定
内
容
を
諮
問
。
同
日

の
中
医
協
で
、「
平
成
26
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
係
る
こ
れ
ま

で
の
議
論
の
整
理
」（
現
時
点

の
骨
子
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

強
引
な
入
院
患
者

追
い
出
し

　

昨
年
12
月
に
厚
労
省
社
会
保

障
審
議
会
で
ま
と
め
ら
れ
た

「
平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定

の
基
本
方
針
」（
基
本
方
針
）

で
は
、
改
定
の
重
点
課
題
と
し

て
「
入
院
医
療
・
外
来
医
療
を

含
め
た
医
療
機
関
の
機
能
分
化

・
強
化
と
連
携
、
在
宅
医
療
の

充
実
等
」
を
あ
げ
て
い
た
。
具

体
的
に
は
、
７
対
１
入
院
基
本

料
算
定
病
棟
の
絞
り
込
み
や
、

急
性
期
病
床
の
平
均
在
院
日
数

短
縮
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

・
病
院
の
機
能
強
化
な
ど
を
掲

げ
、
入
院
患
者
を
在
宅
へ
誘
導

す
る
こ
と
で
医
療
費
抑
制
を
狙

う
こ
れ
ま
で
の
流
れ
が
、
い
っ

そ
う
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

今
回
出
さ
れ
た
骨
子
も
、
基

本
方
針
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

７
対
１
、
10
対
１
入
院
基
本

料
の
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と

で
、「
高
度
急
性
期
」
を
担
え

る
病
棟
に
特
化
。
療
養
病
棟
入

院
基
本
料
に
は
在
宅
復
帰
率
の

実
績
要
件
を
新
設
す
る
な
ど
、

長
期
療
養
患
者
の
早
期
退
院
を

迫
っ
て
い
る
。

　

在
宅
医
療
で
は
、
前
回
改
定

で
つ
く
ら
れ
た
機
能
強
化
型
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
（
病
院
）

の
実
績
要
件
を
厳
格
化
。
ま

た
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
の

算
定
要
件
を
厳
し
く
し
、
在
宅

時
（
特
定
施
設
入
居
時
等
）
医

学
総
合
管
理
料
に
「
同
一
建
物

居
住
者
」
の
取
り
扱
い
を
導
入

す
る
と
し
て
い
る
。

　

地
域
で
１
次
・
２
次
救
急
も

支
え
て
い
る
医
療
機
関
の
急
性

期
病
棟
の
削
減
や
、
入
院
期
間

の
強
引
な
短
縮
、
在
宅
医
療
を

担
う
医
療
機
関
の
絞
り
込
み

は
、
現
在
で
さ
え
問
題
に
な
っ

て
い
る
入
院
難
民
を
さ
ら
に
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

矛
盾
深
め
る

消
費
税
対
応

　

消
費
税
８
％
へ
の
増
税
の
対

応
と
し
て
、
初
・
再
診
料
と
入

院
基
本
料
へ
の
上
乗
せ
を
中
心

に
、
個
別
項
目
へ
の
上
乗
せ
を

組
み
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
こ
れ
ま

で
、
医
療
機
関
の
消
費
税
「
損

税
」
の
解
消
の
た
め
に
患
者
負

担
に
転
嫁
さ
せ
な
い
「
ゼ
ロ
税

率
」
の
導
入
を
求
め
て
き
た
。

診
療
報
酬
へ
の
「
上
乗
せ
」
に

よ
る
対
応
を
続
け
る
こ
と
は
、

損
税
の
矛
盾
を
ま
す
ま
す
深
め

る
こ
と
に
な
る
。

一
部
に
運
動
の
反
映
も

 
―
―

栄
養
士
配
置
義
務
化

 
有
床
診
で
撤
回　
　

　

前
回
改
定
に
お
け
る
入
院
基

本
料
算
定
時
の
管
理
栄
養
士
の

配
置
義
務
化
は
、
協
会
・
保
団

連
の
た
び
重
な
る
要
求
運
動
が

実
り
、
有
床
診
療
所
に
つ
い
て

は
撤
回
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
在
宅
患
者
訪
問
点
滴

注
射
指
導
管
理
料
に
つ
い
て
、

介
護
保
険
の
訪
問
看
護
を
受
け

て
い
る
患
者
に
対
し
て
も
、
算

定
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

要
介
護
者
に
対
す
る
維
持
期

の
運
動
器
、
脳
血
管
疾
患
等
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
へ
の
移
行
を
前

提
と
し
て
い
る
も
の
の
、
経
過

措
置
と
し
て
次
回
改
定
ま
で
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

歯
科 

骨
子
の
概
要

　

歯
科
で
は
、
消
費
税
率
８
％

へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
歯
科
初

・
再
診
料
へ
の
上
乗
せ
、
う
が

い
薬
だ
け
の
処
方
の
評
価
見
直

し
、
有
床
義
歯
の
評
価
の
見
直

し
、
根
幹
治
療
の
適
正
評
価
、

Ｓ
Ｐ
Ｔ
を
１
口
腔
か
ら
歯
数
単

位
へ
評
価
の
見
直
し
、
歯
科
訪

問
診
療
の
評
価
体
系
の
見
直

し
、
周
術
期
の
口
腔
機
能
管
理

に
つ
い
て
医
科
か
ら
歯
科
へ
の

情
報
提
供
の
評
価
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

※
兵
庫
県
保
険
医
協
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
「
診
療
報
酬
改
定
関

連
情
報
」
に
骨
子
全
文
を
掲

載
。

　

協
会
も
参
加
す
る
「
県
民
い

じ
め
の
行
革
ス
ト
ッ
プ
兵
庫
県

連
絡
会
」
は
昨
年
12
月
25
日
、

兵
庫
県
に
提
出
し
て
い
た
要
求

書
を
も
と
に
県
当
局
と
交
渉
。

県
側
か
ら
は
、
担
当
課
の
係
長

ら
が
出
席
し
て
要
求
に
対
す
る

回
答
を
述
べ
、
連
絡
会
参
加
者

と
の
間
で
質
疑
を
行
っ
た
。

　

県
が
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
で

発
表
し
た
老
人
医
療
費
助
成
事

業
の
削
減
に
つ
い
て
担
当
係
長

は
、
国
が
予
定
し
て
い
る
70
歳

以
上
の
医
療
費
負
担
の
２
割
へ

の
倍
増
に
あ
わ
せ
て
、
低
所
得

Ⅰ
が
１
割
負
担
の
ま
ま
で
は
、

年
齢
の
若
い
方
が
負
担
が
軽
く

な
る
と
い
う
「
逆
転
現
象
」
が

起
こ
る
た
め
と
説
明
。
連
絡
会

側
は
、
む
し
ろ
70
歳
以
上
に
も

対
象
者
を
広
げ
れ
ば
問
題
は
な

い
な
ど
と
あ
ら
た
め
て
要
求
。

低
所
得
Ⅱ
は
「
逆
転
現
象
」
に

は
な
ら
な
い
の
に
な
ぜ
廃
止
す

る
の
か
と
の
質
問
に
は
、
対
象

者
Ⅰ
と
Ⅱ
で
差
を
つ
け
る
た
め

な
ど
と
回
答
。
行
財
政
構
造
改

革
と
し
な
が
ら
、
実
態
は
制
度

上
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
半
減
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
二
親
世
帯
と
の
整
合
性

と
説
明
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
に
つ
い
て

は
、
通
院
し
て
い
る
母
親
な
ど

が
「
災
害
時
に
病
院
に
行
け
る

の
か
」
と
質
問
。
県
側
は
、
船

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送

も
可
能
な
ど
と
回
答
し
た
が
、

母
親
ら
は
「
巨
大
災
害
時
に
、

船
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ど
こ
ま

で
役
に
た
つ
の
か
」「
今
か
ら

で
も
工
事
は
止
め
て
ほ
し
い
」

と
切
実
な
願
い
を
表
明
し
た
。

　

同
連
絡
会
は
、
発
足
当
初
か

ら
協
会
が
参
加
し
て
お
り
、
対

県
交
渉
は
毎
年
、
恒
例
化
し
て

い
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
も
運
動

で
福
祉
医
療
の
改
悪
に
一
定
の

修
正
を
実
現
し
て
き
て
お
り
、

今
回
も
大
い
に
運
動
を
広
げ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

県
へ
要
望
す
る
参
加
者

中医協が
改定骨子

医
療
崩
壊
深
め
る

医
療
崩
壊
深
め
る

  

マ
イ
ナ
ス
改
定

マ
イ
ナ
ス
改
定

県との交渉

こ
ど
も
病
院
移
転
、

福
祉
医
療
改
悪
に
抗
議

診療報酬の実質マイナス改定に抗議する診療報酬の実質マイナス改定に抗議する

　昨年末、実質マイナスとなる診療報酬改定幅が決定されたことを受け、協会は
１月10日、下記の抗議声明を採択し、関係各機関に送付した。

　安倍政権は12月20日、2014年度診療報酬改定幅を決定した。消費税増税分を
1.36％補てんしたが、薬価を1.36％引き下げ、本体はわずか0.1％プラスとなっ
た。実質1.26％のマイナス改定であり、到底認めることはできない。
　自公政権下の2002年から４回にも及ぶマイナス改定は「医療崩壊」を引き起こ
した。その後の民主党政権下の２回の改定では、わずかではあったもののプラス
改定が行われたが、依然として医療崩壊に歯止めはかかっておらず、今回の改定
では、抜本的な診療報酬の引き上げと、医療機関の消費税損税の解消が求められ
ていた。こうした中、安倍政権が今次改定を不十分な増税対応だけにとどめたこ
とは、安心・安全の医療を求める国民と医療関係者の願いに背くものである。
　改定をめぐって、安倍首相は「新たな国民負担につながることは厳に慎まなけ
ればならない」などと発言。マスコミも「増える国民負担」「財務省と厚労族痛
み分け」（朝日 12／21）、「国民と企業の健康保険料・税負担の拡大に直結する」
（日経 12／22）、「保険料や医療機関の窓口での支払いも増える」（読売 12／
21）など、「プラス改定＝国民負担増」「診療報酬＝医者の収入」として、国民に
誤った情報しか提供しなかった。診療報酬は「国民が受ける医療の質と量を規定
する」ものである。診療報酬改定の課題が医療崩壊に歯止めをかけることにある
という本質を覆い隠して、報道が行われたことはマスコミによる不当な世論誘導
であるといえる。
　また、このマイナス改定について日本医師会が「十分だったとは言えない」と
極めて低いトーンで懸念を示していること、日本歯科医師会にいたっては「マイ
ナス改定の話もあったが、自民党歯科議連などによく動いていただいた」などと
肯定的な評価を行っていることは医師・歯科医師を代表する団体の態度として甚
だ疑問である。
　今回の改定は、消費税増税分の補てんについても、計算方法などに一定の改善
があったとされているが、あくまで診療報酬による手当という従来の方針に固執
しており、抜本的な解決とはなっていない。
　そもそも、社会保障充実を名目に消費税増税を強行したにも関わらず、診療報
酬のマイナス改定を行うことは「消費税増税は社会保障のため」という公約が国
民を欺くものだったことを改めて明らかにするものである。
　医療崩壊を阻止し、国民医療の改善と社会保障を充実することは国民の願いで
ある。そのために、私たちは引き続き実質的な診療報酬のプラス改定と、医療へ
の消費税ゼロ税率導入、患者窓口負担の軽減を強く求めるものである。

 2014年１月10日
 兵庫県保険医協会　理事長　池内　春樹
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姫
路
市
夢
前
町
で
西
日
本
最

大
級
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
が
民
間
業
者
に

よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
住
民
の
９
割
以
上

が
、
産
廃
処
分
場
建
設
に
反
対

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
室
蘭
工
業
大
学
大
学
院

の
丸
山
博
教
授
が
、
昨
年
７
〜

８
月
、
夢
前
町
の
住
民
５
９
４

２
人
に
調
査
し
た
も
の
。

　

協
会
は
、
安
定
型
産
廃
処
分

場
は
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染

し
、
住
民
の
健
康
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
建
設
許

可
を
認
め
な
い
よ
う
姫
路
市
に

意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
建
設
計
画
に

つ
い
て
「
詳
し
い
説
明
を
受
け

た
」
と
の
回
答
は
わ
ず
か
31
・

７
％
。
ま
た
そ
の
説
明
も
「
自

治
会
か
ら
」「
建
設
反
対
の
団

体
か
ら
」
が
８
割
を
占
め
、
建

設
業
者
や
建
設
許
認
可
権
を
も

つ
姫
路
市
か
ら
説
明
を
受
け
た

住
民
は
わ
ず
か
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
９
割
超
の
人

々
が
、
自
治
体
は
業
者
の
建
設

申
請
を
「
住
民
の
健
康
と
環
境

を
最
優
先
し
、
受
け
取
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
回
答
し
、
建
設

に
反
対
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、

丸
山
教
授
は
、
住
民
の
建
設
反

対
の
意
見
を
無
視
し
処
分
場
の

建
設
を
す
る
こ
と
は
、
憲
法
13

条
の
「
幸
福
追
求
権
」
や
25
条

の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
の
侵

害
で
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
廃
棄
物
行
政
は
廃
掃
法

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
）
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
が
、
同
法
15
条
に
よ
れ

ば
、
市
町
村
長
は
住
民
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
義
務
を
負
っ

て
お
り
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
住
民

の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

丸
山
教
授
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
地
元
住
民
で
つ
く
る

「
夢
前
町
の
自
然
を
愛
す
る

会
」
が
中
心
に
集
め
た
反
対
署

名
が
13
万
筆
を
超
え
た
こ
と
か

ら
、
建
設
計
画
に
反
対
す
る
周

辺
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
、
そ

の
計
画
を
白
紙
撤
回
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ジ
オ
関
西
「
寺
谷

一
紀
と
！　

い
・
し
ょ
く
・
じ

ゅ
う
」
内
協
会
提
供
コ
ー
ナ
ー

　

姫
路
市
夢
前
町
で
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
建
設
計
画
の
問
題

に
つ
い
て
は
当
初
、
自
治
体
、

建
設
業
者
が
一
般
住
民
に
周
知

し
な
い
形
で
進
め
て
き
ま
し

た
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
明
ら

か
に
周
辺
住
民
に
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
処
分
場
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
廃
掃
法

で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
住
民
の
意
向
を
考
慮
し
な

く
て
よ
い
と
す
る
姿
勢
で
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
地
元
の

多
く
の
人
々
に
驚
き
と
と
も
に

大
き
な
違
和
感
を
与
え
て
き
ま

し
た
。

　

自
治
体
側
が
、
住
民
の
思
い

を
受
け
止
め
ず
、
業
者
よ
り
の

姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
不
安
感
は
募
る
ば

か
り
で
す
。

　

自
治
体
の
廃
掃
法
の
解
釈

が
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的

人
権
の
尊
重
や
、
民
主
主
義
の

根
幹
で
あ
る
住
民
の
同
意
等
の

重
要
な
基
本
法
に
反
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
丸
山
先
生
の
発
表
で

こ
の
素
朴
な
疑
問
に
対
す
る
一

つ
の
回
答
が
出
た
よ
う
な
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
よ
り
良
い
社
会
実

現
の
た
め
に
、
産
廃
施
設
建
設

に
代
わ
る
新
し
い
考
え
方
を
創

造
し
、
環
境
社
会
科
学
や
環
境

工
学
・
環
境
医
学
を
ベ
ー
ス
に

し
た
資
源
循
環
型
社
会
を
作
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

淡
路
支
部
は
11
月
16
日
に
洲

本
市
内
で
、
協
会
副
理
事
長
の

吉
岡
正
雄
先
生
を
講
師
に
、
学

習
会
「
消
費
税
増
税
と
医
療

『
ゼ
ロ
税
率
』」
を
開
催
。
７

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感

想
文
を
紹
介
す
る
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事

長
で
あ
る
吉
岡
正
雄
先
生
に

「
消
費
税
増
税
と
医
療
『
ゼ
ロ

税
率
』」
と
題
し
て
講
演
を
、

そ
し
て
同
じ
く
副
理
事
長
の
川

西
敏
雄
先
生
に
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
今
年
４

月
に
消
費
税
を
５
％
か

ら
８
％
に
増
税
す
る
こ

と
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
に
は

10
％
へ
の
引
き
上
げ
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
医
療
機
関
が

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
る
の
か
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

医
療
の
公
共
性
の
観
点
か
ら

「
命
と
健
康
に
は
消
費
税
は
課

さ
な
い
」
と
す
る
国
の
方
針
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
医
療
機

関
は
保
険
診
療
で
患
者
さ
ん
か

ら
消
費
税
を
受
け
取
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
医
療
機
関
は
薬

剤
・
医
療
機
器
な
ど
医
療
材
料

を
購
入
す
る
と
き
は
消
費
税
を

支
払
っ
て
「
損
税
」
と
し
て
負

担
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
そ
の
分
を
診
療
報
酬

に
上
乗
せ
し
て
い
る
と
言
い
ま

す
が
、
十
分
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
よ
っ
て
「
損
税
」
は
医
療
経

営
を
圧
迫
し
、
結
果
と
し
て
地

域
医
療
に
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　

こ
の
「
損
税
」
解
消
の
た
め

に
協
会
・
保
団
連
が
求
め
て
き

た
医
療
へ
の
「
ゼ
ロ
税
率
」
案

と
は
、
患
者
も
医
療
機
関
も
消

費
税
負
担
は
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
の

窓
口
負
担
に
か
か
る
消
費
税
は

今
ま
で
通
り
０
円
。
そ
し
て
、

医
療
機
関
が
薬
剤
・
医
療
機
器

の
購
入
な
ど
に
際
し
て
支
払
っ

た
消
費
税
「
損
税
」
は
国
に
申

請
し
て
医
療
機
関
に
還
付
し
て

も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
し
こ
の
「
ゼ
ロ
税
率
」
案

が
う
ま
く
い
け
ば
、
消
費
税
が

何
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
っ
て
も

医
療
機
関
は
助
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な

い
ん
だ
ろ
う
な
〜
。

 

【
淡
路
市　

粟
田　

哲
司
】

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
11
月
16

日
、
院
内
感
染
対
策
研
修
会

P
art

⑬
を
、
三
田
市
総
合
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
済

生
会
兵
庫
県
病
院
感
染
対
策
認

定
看
護
師
の
小
川
麻
由
美
氏
が

「
外
来
で
の
院
内
感
染
対
策
の

基
本
〜
こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
た

い
！
標
準
予
防
策
と
手
指
衛
生

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
20

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感

想
文
を
紹
介
す
る
。

　

ご
あ
い
さ
つ
く
だ
さ
っ
た
、

支
部
長
の
森
下
順
彦
先
生
の
お

言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
「
非
常
に
身
近
な
テ
ー

マ
」
で
あ
り
職
場
で
は
も
ち
ろ

ん
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
も

欠
か
せ
な
い
感
染
対
策
を
「
何

の
た
め
に
行
う
必
要
が
あ
る
の

か
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

根
拠
に
基
づ
い
て
学
び
を
深
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
実
技
演
習

か
ら
は
、
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る

手
技
の
振
り
返
り
と
評
価
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
勤
務
先
で
は
、
感
染
対

策
の
一
つ
と
し
て
手
洗
い
・
手

指
消
毒
の
方
法
と
手
順
を
写
真

で
表
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
ポ
ス

タ
ー
を
、
流
し
台
や
速
乾
性
手

指
消
毒
薬
の
設
置
場
所
に
そ
れ

ぞ
れ
掲
示
し
て
い
ま
す
。
常
日

ご
ろ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
「
一

処
置
（
一
行
為
）
一
手
洗
い
」

を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
果
た

し
て
本
当
に
正
確
な
手
指
衛
生

が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
…

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
一
目
瞭
然
に
し
て
く

れ
た
の
が
、
実
技
演
習
で
使
用

し
た
グ
リ
ッ
タ
ー
バ
グ
（
蛍
光

塗
料
と
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
用

い
て
洗
い
残
し
を
評
価
で
き
る

機
器
）
で
す
。
過
去
に
こ
の
機

器
を
用
い
て
手
洗
い
評
価
を
し

た
こ
と
が
あ
り
、「
蛍
光
塗
料

は
そ
う
簡
単
に
落
と
せ
な
か
っ

た
」
と
い
う
記
憶
か
ら
念
入
り

に
手
洗
い
し
た
後
、
確
認
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納

得
の
い
く
結
果
で
は
な
く
、
指

先
や
爪
の
周
囲
、
指
と
指
の
間

な
ど
、
最
も
手
洗
い
を
し
損
な

い
や
す
い
と
さ
れ
る
部
位
が
ブ

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
下
で
白
く
浮
き

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
洗
い
残

し
が
多
く
な
る
理
由
に
は
、
手

荒
れ
や
し
わ
も
大

き
く
関
係
し
ま

す
。
手
洗
い
の
方

法
は
も
ち
ろ
ん
、

自
身
の
ス
キ
ン
ケ

ア
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
に
も
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
感
染
対
策

は
「（
職
員
）
み

ん
な
で
取
り
組
ま

な
い
と
意
味
が
な
い
」
で
す
。

自
分
の
汚
れ
た
手
で
ド
ア
に
触

れ
る
と
、
ド
ア
が
汚
染
さ
れ

る
。
汚
染
さ
れ
た
ド
ア
に
違
う

人
が
触
れ
る
と
そ
の
人
の
手
も

汚
染
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
逆

で
、
自
分
の
手
が
汚
れ
て
い
な

く
て
も
、
汚
れ
た
手
の
人
が
触

れ
た
ド
ア
に
触
れ
る
と
自
分
の

手
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
先
生
が
し
て
く
だ
さ
っ
た

例
え
話
で
す
が
、
交
差
感
染
を

簡
単
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

感
染
経
路
を
遮
断
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
職
員
各
々
が
意
識

的
に
手
指
衛
生
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
の
学

び
を
職
揚
に
持
ち
帰
り
、
職
員

間
で
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う

工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
の
「
看
」
の
な
り
た
ち

は
手
と
目
で
す
。
手
で
触
れ
て

目
で
見
て
、
五
感
を
活
用
し
な

が
ら
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
就
業
後
に
は
自
分
の

手
を
見
て
、
感
染
対
策
の
一
つ

と
し
て
ス
キ
ン
ケ
ア
を
怠
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。

【
丹
波
市
・
上
久
下
の
森
診
療
所

 

看
護
師　

井
上
加
奈
子
】

姫
路
市
夢
前
町
産
廃
処
分
場
建
設
問
題

姫
路
市
夢
前
町
産
廃
処
分
場
建
設
問
題

住民アンケートで

「建設反対」９割

行
政
は
住
民
の
声
受
け
止
め
て

姫
路
市
夢
前
町　
　

松
浦　

伸
郎

地元医師の声

消費税引き上げによる医療への影響を学ぶ

きちんと手指衛生したつもりでも…

淡路支部　消費税増税問題学習会淡路支部　消費税増税問題学習会

北
摂
・
丹
波
支
部　

院
内
感
染
対
策
研
修
会

北
摂
・
丹
波
支
部　

院
内
感
染
対
策
研
修
会

手
洗
い
の
実
技
で

洗
い
残
し
が
一
目
瞭
然

消費税の損税解消
「ゼロ税率」でこそ

感
想
文

感 想 文

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
本　

節
子
先
生

東
灘
区　

耳
鼻
咽
喉
科

11
月
23
日　

享
年
85
歳

岡　
　

正
夫
先
生

尼
崎
市　

内
・
小
児
科

１
月
１
日　

享
年
85
歳

山
本　
　

明
先
生

加
古
川
市　

整
外
・
リ
ハ
科

１
月
９
日　

享
年
74
歳

求　

人

求　

人

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士◇
勤
務
地　

神
戸
市
中
央

区
北
長
狭
通
２―

５―

９

◇
条　

件　

３
年
以
上
勤

務
可
能
な
方
、
向
上
心
が

あ
り
積
極
的
な
方
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
マ
ス
タ
ー
し

た
い
先
生

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

333―

１
６
５
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
078―

333―

１
６
５

１
　

医
療
法
人
有
心
会　

求

人
担
当　

秋
山
ま
で

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　２月15日（土）14時～
会　場　西宮市大学交流センター
テーマ　接遇の基本とクレーム対応
講　師　 大手前短期大学教授
　　　　水原道子先生
参加費　 1000円（医療安全管理受講証を発行）

■西宮・芦屋支部■職員接遇研修会 日　時　２月22日（土）15時～
会　場　西宮市民会館中会議室501
テーマ　 医院におけるお困り事よろず相談会～

NLP、ブレインジムを用いた解決法～
講　師　 ユニコの森・村上こどもクリニ

ック院長、NLPトレーナー＆
ブレインジムインストラクター
ヒロ村上（村上博）氏

■西宮・芦屋支部■メディカルスタッフ勉強会

日　時　２月１日(土）15時～
会　場　 姫路市国際交流センター第３会

議室
テーマ　国民の権利および義務
チューター　 姫路総合法律事務所
　　　　園田洋輔弁護士

■姫路・西播支部■第２回憲法まるごと学習会
日　時　２月13日（木）18時～
会　場　合志病院会議室
テーマ　身体にかかる圧の影響と対策
講　師　㈱モルテン　林拓郎氏

■尼崎支部■医療と福祉を考える会

「
医
療
知
ろ
う
！
」
に
、
夢
前

町
の
松
浦
伸
郎
先
生
と
丸
山
教

授
が
出
演
し
、
産
廃
処
分
場
建

設
問
題
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
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歯
科
部
会
は
11
月
10
日
、
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
の
鉄
則

と
は
？
」
を
開
催
。
芦
屋
市
・

野
阪
口
腔
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
野
阪
泰
弘
先
生
を
講
師
に

55
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
谷
井
博
美
先
生
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
治
療
の
選

択
肢
の
一
つ
に
な
っ
て
か
ら
、

当
診
療
所
に
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

る
患
者
が
多
く
来
院
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
患
者
た

ち
は
元
の
主
治
医
の
先
生
の
と

こ
ろ
に
は
行
き
た
く
な
い
と
言

い
、
私
を
悩
ま
せ
る
。
ま
ず
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
メ
ー
カ
ー
と
種

類
等
を
調
べ
る
た
め
、
元
の
主

治
医
の
先
生
に
電
話
を
か
け

る
。
そ
れ
が
解
っ
た
ら
、
そ
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
後
、
使
用

し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
種
類
を

記
載
し
た
カ
ー
ド
を
患
者
に
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

か
と
考
え
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
の

か
考
え
る
と
、
野
阪
先
生
が
講

義
中
に
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
〝
患
者
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
〞
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
対
す

る
患
者
の
理
解
、
費
用
、
全
身

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
リ
ス
ク
の

説
明
、
そ
し
て
何
よ
り
大
事
な

診
断
、
予
後
の
説
明
を
し
て
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
希
望
す

る
が
、
そ
の
適
応
症
で
な
い
患

者
に
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は

で
き
な
い
と
勇
気
を
持
っ
て
伝

の
反
面
、
う
ま
く
い
か
な
い
時

の
患
者
の
様
子
を
想
像
す
れ

ば
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は

「
諸
刃
の
剣
」
と
も
言
え
る
と

思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
生
体
の
中
で
最

も
硬
い
組
織
か
ら
特
殊
な
顎
関

節
、
そ
こ
か
ら
来
る
複
雑
で
繊

細
な
咬
合
、
さ
ら
に
難
解
な
神

え
る
。
と
く
に

診
断
と
予
後
は

非
常
に
大
き
な

こ
と
だ
と
思

う
。

　

し
か
し
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
が
う
ま
く
い

け
ば
〝
人
生
が

変
わ
る
〞
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
上
が

り
、
患
者
の
笑

顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ

経
・
筋
機
構
を
扱
う
領
域
を
受

け
持
つ
。
野
阪
先
生
曰
く
、

〝
骨
は
生
き
て
い
る
〞。
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
は
そ
の
骨
に
人
工
物

を
植
立
す
る
治
療
で
あ
る
こ

と
、
患
者
に
あ
っ
た
咬
合
を
作

ら
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
講
義
と
い

え
ば
主
に
術
式
に
関
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
思
う
。
野
阪
先

生
の
講
義
は
哲
学
に
重
き
を
置

く
話
で
、
そ
れ
が
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
で
き
る
道
筋
で
あ
る
と
言

わ
れ
た
と
思
う
。
日
常
の
臨
床

で
忙
し
さ
に
忘
れ
が
ち
な
こ
と

で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。

　

貴
重
な
時
間
を
持
て
ま
し
た

こ
と
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
中
央
区
・
歯
科

 

谷
井　

博
美
】

し
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
班

で
は
、
三
田
市
で
歯
科
医
院
を

開
業
さ
れ
て
い
る
、
福
田
俊
明

協
会
理
事
が
担
当
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
田
先
生
は
、
お
っ
と
り
さ

れ
な
が
ら
も
見
事
な
そ
ば
打
ち

を
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も

目
を
輝
か
せ
て
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
私

た
ち
が
そ
ば
打
ち
の
各
ス
テ
ッ

プ
を
順
番
に
体
験
し
ま
し
た

が
、
力
の
か
け
具
合
、
体
の
動

か
し
方
な
ど
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
の
は
難
し
く
、
何
と
か

先
生
の
ご
指
導
で
そ
ば
を
切
る

作
業
に
入
り
ま
し
た
。
ト
ン
ト

ン
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
そ
ば
を
刻

ん
で
い
く
う
ち
に
、
自
分
が
そ

ば
職
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分

に
な
り
、
み
ん
な
ハ
イ
テ
ン
シ

ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
先
生
が
打
た
れ
た

そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

コ
シ
が
あ
っ
て
と
て
も
美
味
し

く
、
何
度
も
お
か
わ
り
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
家
族
で
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
そ

の
夜
も
お
土
産
と
し
て
い
た
だ

い
た
、
私
た
ち
が
打
っ
た
そ
ば

を
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
大

喜
び
で
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
、
材
料
も
道
具

も
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
の
で
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
手
技
に
は

作
法
の
よ
う
に
意
味
が
あ
り
、

こ
れ
ぞ
ニ
ッ
ポ
ン
！　

と
い
う

食
文
化
な
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
和
食
が
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
そ

ば
打
ち
を
勉
強

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
そ
ば
打

ち
を
ご
指
導
い

た
だ
い
た
福
田

先
生
を
は
じ
め

と
す
る
有
段
者

の
方
々
、
そ
し

て
企
画
し
て
い

た
だ
い
た
方
々

に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

野
阪　

泰
弘
】

　

明
石
支
部
は
12
月
21
日
に
、

明
石
市
内
の
「M

U
R
P
H
Y
'S 

IR
ISH
 B
A
R

」
で
恒
例
と
な

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
た
。
会
員
や
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
ら
41
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介

す
る
。

　

今
回
、
初
め
て
協
会
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
な
か
な
か
会
う
こ
と

の
な
い
、
他
科
の
先
生
方
に
も

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
科

目
を
超
え
た
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
も
う
少
し
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
会
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
お
店
も
会
も
こ
じ
ん

ま
り
と
し
て
い
て
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
感
じ
で
し
た
。
そ
の

分
、
初
め
て
で
し
た
が
緊
張
せ

ず
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

れ
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
に
大

興
奮
。
目
の
前
で
披
露
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
に
見
破
る
こ

と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
と
同
時
に
、
さ
す
が
と
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
、
仕
事
も
忙
し
く
、
な

か
な
か
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
医
師
と
し
て
他
の

　

会
に
は
プ
ロ

マ
ジ
シ
ャ
ン
・

ト
リ
ッ
カ
ー

〝
ロ
キ
〞
さ
ん

も
来
ら
れ
て
い

て
、
テ
ー
ブ
ル

マ
ジ
ッ
ク
な
ど

を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
を

連
れ
て
参
加
し

て
い
た
の
で
す

が
、
私
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
も
目
の
前

で
繰
り
広
げ
ら

開
業
医
の
先
生
方
に
ご
あ
い
さ

つ
が
で
き
た
と
同
時
に
、
母
親

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
っ

く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
次
回
も
参
加
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
参
加
し

た
小
学
５
年
生
に
な
る
娘
の
感

想
も
紹
介
し
ま
す
。

　

「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
料
理
も
と
っ
て
も
お
い
し

く
て
特
に
ミ
ー
ト
パ
ス
タ
が
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
お

肉
も
出
た
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
だ

っ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
な
ご
は
ん

が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ロ
キ

さ
ん
が
テ
ー
ブ
ル
を
回
る
『
テ

ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
』
や
、
み
ん

な
が
参
加
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク
が

あ
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
マ
ジ
ッ
ク

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
っ

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
全

然
見
抜
け
な
か
っ
た
の
で
く
や

し
か
っ
た
で
す
。
私
も
そ
の
マ

ジ
ッ
ク
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ビ
ン
ゴ
が
あ
っ
て
１

番
に
リ
ー
チ
に
な
り
ま
し
た
。

１
等
が
お
肉
だ
っ
た
の
で
、
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
肉
が

も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
う

き
う
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
ビ
ン
ゴ
に
す
ら
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
っ
て
も
く
や

し
か
っ
た
で
す
が
、
ま
た
こ
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
て
１

等
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。」

 

【
明
石
市　

小
野　

晶
子
】

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
12
月
21

日
、
三
田
市
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
ベ
ル
・

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
。
会
員
や
家
族
、
ス
タ
ッ

フ
、
市
民
ら
34
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。

　

山
中
淳
史
氏
が
指
揮
指
導
す

る
「
ベ
ル
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

は
三
田
市
在
住
の
女
性
11
名
の

グ
ル
ー
プ
で
、
定
期
演
奏
会
で

は
三
田
市
立
郷
の
音
ホ
ー
ル
の

中
ホ
ー
ル
を
毎
年
満
員
に
す
る

人
気
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

会
場
に
入
る
と
、
前
に
は
一

列
に
並
ん
だ
机
の
上
に
、
小
さ

な
ベ
ル
か
ら
大
き
な
ベ
ル
ま
で

順
番
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
へ
11
名
が
、
赤
い

ブ
ラ
ウ
ス
に
白
い
ベ
ス
ト
の
お

そ
ろ
い
の
衣
装
で
登
場
。
さ

あ
、
始
ま
り
で
す
。

　

最
初
の
音
が
出
た
時
に
、
な

ん
て
澄
ん
だ
清
ら
か
な
音
色
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ
れ
で
い

て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
和
音
が

心
に
染
み
渡
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、「
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
！
」

と
い
う
華
や
か
な
曲
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
11
人
が
別
々
に
ベ

ル
を
振
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ま
る
で
１
台
の
ピ
ア
ノ

で
演
奏
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

息
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。
ベ
ル
は

振
る
だ
け
で
は
な
く
、
机
に
置

い
た
ま
ま
、
ベ
ル
の
中
の
分
銅

を
手
で
叩
く
と
柔
ら
か
い
音
色

が
し
ま
す
。

　

曲
が
進
む
に
つ
れ
、
大
き
な

音
叉
の
よ
う
な
も
の
や
、
バ
チ

の
よ
う
な
も
の
、
羊
の
鳴
き
声

や
鈴
や
ラ
ッ
パ
な
ど
色
ん
な
音

の
出
る
物
を
駆
使
し
て
、
楽
し

い
演
奏
が
続
き
ま
す
。
し
ま
い

に
は
風
船
ま
で

割
っ
ち
ゃ
っ

て
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
な

っ
て
び
っ
く
り

し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

第
２
部
は
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
で
す
。
ベ
ル

の
音
色
は
清
ら

か
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
で
す
。
知
っ

て
い
る
曲
も
多

く
、
子
ど
も
た

ち
も
ノ
リ
ノ
リ
で
す
。
11
人
が

届
け
て
く
れ
た
心
安
ら
ぐ
ひ
と

時
に
感
謝
！

　

患
者
さ
ん
に
お
声
掛
け
し
て

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
初

め
て
聴
か
れ
た
方
も
感
激
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に

も
応
え
て
演
奏
い
た
だ
い
た

「
き
よ
し
こ
の
夜
」
は
、
雑
念

多
い
私
も
神
聖
な
気
持
ち
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
員
や
そ
の
家
族
の
み
で
は

な
く
、
市
民
公
開
企
画
も
協
会

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

っ
て
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
た

だ
、
も
う
少
し
広
い
会
場
で
も

っ
と
多
く
の
方
に
聴
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
さ
ら
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
支
部

の
会
員
に
も
聴
い
て
い
た
だ
け

る
機
会
を
作
れ
れ
ば
、
感
動
の

輪
が
広
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
で
子
ど
も
連
れ

に
も
ぴ
っ
た
り
で
、
す
ば
ら
し

い
企
画
で
し
た
。

【
三
田
市
・
歯
科

 

小
寺　
　

修
】

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
重
要
性
を

語
る
野
阪
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
た
び
、
小
学
生
の
子
ど

も
２
人
、
妻
、
そ
し
て
義
理
の

両
親
の
６
人
で
、
そ
ば
打
ち
体

験
企
画
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
の
有
段

者
が
各
班
で
実
演
と
ご
指
導
を

　

文
化
部
は
12
月
８
日
に
、
コ

ミ
ス
タ
神
戸
に
て
そ
ば
打
ち
体

験
企
画
を
開
催
。
会
員
、
家
族

な
ど
42
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

目の前でくり広げられるマジックに夢中！

ハンドベルの心地よい音色に聞き入る参加者

感 想 文

コ
シ
が
あ
り
、お
い
し
く

子
ど
も
た
ち
も
大
満
足

文
化
部
そ
ば
打
ち
体
験
企
画

北
摂
北
摂
・・
丹
波
支
部　

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

丹
波
支
部　

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ま
ざ
ま
な
音
色
に

子
ど
も
た
ち
も
ノ
リ
ノ
リ

感 想 文

福田先生の見事なそば打ちに感嘆

明石支部　クリスマスパーティー明石支部　クリスマスパーティー

感
想
文

家族、スタッフみんなで
楽しむクリスマス

感
想
文

インフォームドコンセント
患者のことを第一に

歯科定例研究会歯科定例研究会
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（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
と
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
隠
遁
者
、
世
捨
て
人

の
部
屋
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

美
術
館
の
本
館
は
冬
宮
と
称
さ

れ
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
宮
殿
で

あ
っ
た
。
天
井
か
ら
壁
面
に
お

よ
ぶ
絢
燗
（
け
ん
ら
ん
）
豪
華

な
装
飾
は
、
皇
帝
の
威
勢
を
偲

プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
展
を
観
て
㊦

 

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

ロ
シ
ア
社
会
の
文
化
的
伝
統
に
つ
い
て

ば
せ
る
。

　

皇
帝
（
ツ
ァ
ー
リ
）
と
い
う

広
大
な
ロ
シ
ア
全
土
を
治
め
た

絶
大
な
権
力
者
を
頂
点
と
し

て
、
宮
廷
貴
族
、
官
僚
階
級
、

地
主
、
近
代
産
業
を
と
り
入
れ

経
済
力
を
つ
け
た
実
業
家
、
軍

部
・
警
察
組
織
、
商
人
た
ち
に

よ
る
支
配
階
級
、
そ
し
て
民
衆

の
大
多
数
を
占
め
る
労
働
者
・

農
民
な
ど
の
被
支
配
階
級
に
大

き
く
分
か
れ
て
い
た
。
虐
げ
ら

れ
た
被
支
配
階
層
の
人
た
ち
の

憤ふ
ん

懣ま
ん

は
煙
り
続
け
て
い
る
野

火
、
そ
れ
に
火
が
点
い
た
の
が

革
命
の
発
端
で
あ
っ
た
。

　

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
２
世
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
貴
族
や
政
界
の
間
に

知
己
が
多
く
、
人
気
が
あ
っ

た
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
美
術
品
の

一
部
は
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
に

移
転
さ
れ
た
。
ル
ノ
ア
ー
ル
の

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
サ
マ
リ
ー
の
肖

像
」
は
ジ
ャ
ン
ヌ
の
立
像
で
、

両
手
を
腹
部
で
組
み
、
貴
婦
人

ら
し
い
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん

で
、
宮
殿
の
豪
華
な
壁
面
を
背

に
し
て
立
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
坐
像
と
立
像
を
同
時
に
描
い

た
の
だ
ろ
う
。
セ
ザ
ン
ヌ
の

「
パ
イ
プ
を
く
わ
え
た
男
」
も

背
景
は
違
う
が
、
同
一
人
物
が

白
い
細
見
の
パ
イ
プ
を
右
口
元

に
く
わ
え
て
、
右
手
を
側
頭
部

に
あ
て
て
思
案
し
て
い
る
。
労

働
者
風
で
火
焼
け
し
て
い
て
、

左
手
を
膝
に
当
て
固
く
握
り
締

め
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

の
「
自
画
像
」
は
や
や
女
性
的

な
感
じ
の
ハ
ン
サ
ム
な
若
者
が

夢
見
る
よ
う
な
表
情
を
し
て
い

る
。
多
感
な
芸
術
家
の
風
貌
が

偲
ば
れ
る
。

　

日
露
戦
争
の
敗
北
、
皇
帝
の

地
位
失
墜
、
世
情
不
安
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
や
軍
部
の
デ

モ
、
テ
ロ
、
ロ
シ
ア
革
命
か
ら

第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
政
治

変
動
の
濁
流
。
そ
れ
に
の
み
込

ま
れ
ず
に
保
存
さ
れ
て
き
た
の

は
、
芸
術
を
愛
し
続
け
た
ロ
シ

ア
民
衆
の
文
化
遺
産
を
大
切
に

す
る
意
識
の
高
さ
、
欧
州
文
化

へ
の
憧
れ
、
追
い
つ
き
追
い
越

す
気
構
え
だ
と
感
じ
た
。
明
治

維
新
か
ら
大
正
・
昭
和
に
か
け

て
の
日
本
人
の
熱
気
も
こ
の
よ

う
な
感
じ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

協
会
は
11
月
23
日
、「
パ
ソ

コ
ン
記
帳
・
決
算
」
を
テ
ー
マ

に
、
医
院
経
営
研
究
会
を
パ
ソ

コ
ン
総
合
カ
レ
ッ
ジ
・
ノ
ア
三

宮
校
で
開
催
し
、
６
人
が
参
加

し
た
。
税
理
士
の
松
田
正
廣

氏
、
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
花
房
孝
英
氏
が
講
師
を

つ
と
め
た
。
参
加
者
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

勤
労
感
謝
の
日
に
医
院
経
営

研
究
会
の
「
パ
ソ
コ
ン
記
帳
・

決
算
」
に
い
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
が
医
院
の
経
営
で
１
番
頭

を
悩
ま
せ
る
も
の
の
一
つ
が
、

会
計
で
、
特
に
専
門
用
語
の
貸

方
、
借
方
、
勘
定
科
目
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
な
ど

は
、
頭
が
痛
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
夏
に
行
わ
れ
た
「
パ

ソ
コ
ン
で
ガ
ッ
チ
リ
日
常
記

帳
」
の
第
２
弾
で
す
。
今
回
の

講
座
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
決
算

の
仕
方
を
習
い
ま
し
た
。
た

だ
、
日
ご
ろ
の
入
力
の
仕
方
も

イ
マ
イ
チ
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
ち
ら
も
含
め
て
聞
き

に
行
き
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
ま
ず
、
税
理
士
の

松
田
先
生
が
、
決
算
の
意
味
、

そ
し
て
そ
の
流
れ
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
「
権
利
、
義
務
確

定
主
義
」
で
す
。
つ
ま
り
現
金

・
預
金
の
増
減
に
よ
る
計
算

を
、
権
利
・
義
務
の
発
生
に
よ

る
計
算
へ
修
正
す
る
こ
と
で

す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
弥
生
会
計
13

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い

う
ソ
フ
ト
を
使
い
、
取
引
の
例

題
を
見
な
が
ら
、
今
年
の
11
月

12
月
分
の
未
収
金

を
計
上
し
、
去
年

の
11
月
、
12
月
分

を
引
い
て
い
き
ま

す
。
そ
の
他
、
棚

卸
し
や
減
価
償
却

な
ど
を
計
算
し
て

い
く
と
、
決
算
が

で
き
る
の
で
す
。

　

昨
年
か
ら
パ
ソ

コ
ン
で
会
計
の
入

力
を
始
め
た
の

で
、
よ
う
や
く
１

年
の
流
れ
が
分
か

り
ま
し
た
。
本
年

度
の
申
告
は
無
理
で
も
、
来
年

度
か
ら
は
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
こ
の
講

座
は
と
て
も
実
用
的
で
役
に
立

ち
ま
し
た
。

　

時
間
を
間
違
え
て
１
時
間
早

く
着
い
た
の
で
、
講
師
の
松
田

先
生
や
花
房
先
生
に
前
回
の
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
垂
水
区
・
歯
科

 

森
本　
　

航
】

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

２
０
１
３
年
８
月
７
日
付
の

神
戸
新
聞
で
、
６
日
、
豊
岡
市

で
、
70
歳
代
女
性
が
ウ
イ
ル
ス

を
持
つ
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
、
発

症
し
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
、
兵
庫

県
内
で
初
め
て
感
染
し
て
い
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
約
40
種

い
る
マ
ダ
ニ
の
う
ち
、
主
と
し

て
３
〜
４
㎜
程
度
の
フ
タ
ト
ゲ

マ
ダ
ニ
な
ど
が
ウ
イ
ル
ス
を
媒

介
。
マ
ダ
ニ
は
衣
類
な
ど
に
生

息
す
る
イ
エ
ダ
ニ
と
は
違
い
、

野
生
動
物
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
、
猟
犬
な
ど
に
付
着
・
吸
血

す
る
こ
と
で
野
山
な
ど
に
生
息

す
る
。

　

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
、
か
ま
れ
て
か

ら
発
症
す
る
ま
で
１
〜
２
週
間

か
か
る
と
さ
れ
、
主
に
発
熱
や

嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
消
化

器
の
症
状
、
頭
痛
や
筋
肉
痛
、

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
伴

う
。
血
小
板
や
白
血
球
が
減
少

し
て
重
症
化
し
、
抵
抗
力
が
弱

ま
る
。
特
効
薬
は
な
く
、
対
症

療
法
で
回
復
を
待
つ
し
か
な

い
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
の
神
戸
新

聞
で
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
29
日
ま

で
に
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調

査
で
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、

九
州
な
ど
、
西
日
本
の
13
県
で

39
人
の
患
者
が
報
告
さ
れ
、
う

ち
16
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

厚
生
労
働
省
は
今
年
、
春
以

降
、
マ
ダ
ニ
の
ウ
イ
ル
ス
保
有

情
報
や
野
生
動
物
の
抗
体
保
育

情
況
か
ら
、
ま
だ
感
染
の
な
い

地
域
か
ら
も
今
後
感
染
者
の
増

加
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
。

　

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
！

〈
参
考
文
献
〉

○
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
に
つ
い
て
」

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/

kenkou/kekkaku-kansenshou19/

sfts.htm
l

○
国
立
感
染
症
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
に
つ
い
て
」

http://w
w
w
.nih.go.jp/niid/ja/

sfts/3143-sfts.htm
l

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う
に

ご
用
心
を
②

 

西
宮
市　
　

法
西　
　

浩

員員 稿稿
会 投

Ｑ１　腱鞘炎の患者に対して消炎鎮痛剤
とあわせて胃腸薬も投与したが、胃腸薬
適応の病名も記載が必要か。
Ａ１　所定単位当たりの薬価が175円以
下の薬剤（健胃消化剤など）については
強心剤、糖尿病薬などを除き、傷病名か
ら判断して、その発症が類推できる傷病

については、傷病名を記載する必要はな
いものとされています。従って、問いの
「胃腸薬」に対応する傷病名の記載は不
要です。
Ｑ２　支払基金・国保連合会での突合審
査でも、同様の扱いか。
Ａ２　突合審査においても、同様です。

医科保険請求

〈175円以下の薬剤投与に対する傷病名記載〉

感
想
文
パソコンで決算バッチリ

医院経営研究会「パソコン記帳・決算」医院経営研究会「パソコン記帳・決算」

実際にパソコンを使い、わかりやすく解説ル
ノ
ワ
ー
ル
「
女
優
ジ
ャ
ン
ヌ
・
サ
マ
リ
ー
の
肖
像
」（
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
展　

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

フ
ラ

ン
ス
絵
画
３
０
０
年　

朝
日
新
聞
出
版
よ
り
）

お申し込み・お問い合わせは、
　 ☎078－393－1809 本田まで

歯科 社保・審査、指導対策研究会

日　時　 ２月16日（日）14時30分～
17時

会　場　 協会会議室
話題提供　 協会歯科部会・社保対策講

師陣
※ ご参加の先生には、保団連発行
『カルテ記載を中心とした指導対
策テキスト』進呈

電子請求猶予期限2015年3月をどう迎えるか

電子レセプトに対する電子レセプトに対する
審査強化への対応審査強化への対応

食医のススメ

日　時　２月23日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　大阪大学歯学部附属病院
　　　　顎口腔機能治療部外来医長
　　　　野原　幹司先生
定　員　120人（事前申込順）

お申し込み、お問い合わせは、
　　　　☎078－393－1809まで

歯科定例研究会

～歯科の、歯科による、歯科のための嚥下リハ～

　2013年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告する必
要があります。また、年金として受給中の方は、昨年の11月支払時の通知書
に年間の雑所得額が記載されていますので参照の上、申告してください。
　「生命保険料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載
されています。なお、一般生命保険料控除（個人年金扱いはできません）と
なりますので、ご注意ください。
※ 2010年度税制改正により、生命保険料控除の制度が変更されました。保険
医年金は旧制度の生命保険料控除で申告してください。

〈保険医年金の申告額の計算〉
一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 

※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805　まで

2013年に保険医年金を解約、または2013年に保険医年金を解約、または
年金受給された方は、申告をお忘れなく年金受給された方は、申告をお忘れなく
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消化管をエコーで診る

はじめに
　近年著しい機器の改良と知見の蓄積に
伴い、超音波診断学の領域では消化管も
その対象臓器として認められるようにな
りましたが、消化器病学の中で超音波と
言えば肝胆膵が中心で、胃や腸は内視鏡
による診断がその全てと言っても過言で
はありません。
　冷静に考えてみると、粘膜下腫瘍など
は内腔を観察するより断層診断の方が優
れていることは明らかですし、急性虫垂
炎や腸閉塞など、消化管の疾患でありな
がら内視鏡診断が困難な疾患も数多く存
在します。それに対し、超音波は前処置
も不要で侵襲もなく、消化管疾患のスク
リーニングから診断まで、高い有用性を
備えた機器と言えます。
　今回は、消化管の超音波診断に関し、
症例を提示しながらご紹介します。

消化管はエコーで見えるのか？
　当然見えます。CTやMRIが進歩してい
るのと同様に、超音波も著しい改良がな
されました。 通常お使いのプローブ
（3.75MHzコンベックス）でも、拡大す
ることでずいぶん見え方は変わります。
　普通は、12－15㎝程度の表示範囲を用
いておられると思いますが、消化管は薄
い壁ですので、おかしいなと思われた
ら、２倍から場合によっては６倍程度に
拡大してみてください。病変の存在が明
らかになると同時に、層構造（内腔より
高低高低高の順に５層）も描出されてき
ます。
　次いで、７MHzリニアプローブに持ち
替えていただくと、さらに病変は明瞭に
描出され、診断に耐えうる画像が得られ
ます。こうして、病変の部位や分布、層
構造などを評価して、診断を決定してい

ます。
　図は、小さな進行大腸癌の７MHzリニ
アプローブによる画像ですが、層構造の
消失した限局性の壁肥厚が、明瞭に描出
されています。
　逆に言えば、壁の肥厚が軽微な疾患で
は、体外式超音波による検出は困難とな
りますので、早期癌を否定する検査では
ないと言えるでしょう。

消化管の走査法
　見落としを最小限にするためには、食
道裂孔から腹腔内に走行する腹部食道、
後腹膜に存在する十二指腸や直腸、背側
を後腹膜に固定されている上行結腸と下
行結腸を確実に同定し、その間に存在す
る管腔を追跡するという系統的走査がお
勧めです。
　とは言え、多少の慣れと時間（慣れれ
ば消化管のスクリーニングは１分程度で
終了します）が必要ですので、とりあえ
ずは腹部全体を走査しながら、「黒いも
の」を探してみてはいかがでしょうか？
　消化管の病変は腸間膜に囲まれてお
り、多くは相対的な低エコー病変として
描出されるからです。
　多くの先生が関心を持たれている虫垂
炎ですが、上行結腸を同定、次いで回盲
弁を描出し、その尾側に存在する虫垂開
口部から先端まで順行性に追跡するとい
うスキルを身につければ、ほぼ100％診
断が可能となります。

消化管エコーの診断能
　系統的走査と理論的画像解析（病変の
部位、分布、層構造や周囲脂肪組織変化
などを総合的に判断します）を用いたわ
れわれの検討では、消化管病変の約90％
はエコーで正診されるという結果が得ら
れ、大半の進行癌や急性炎症は、ほぼエ

つ腸管虚血の有無なども、造影超音波で
早期から評価できることから、治療方針
の決定にも非常に有用であることを動画
でご紹介しました。
　このように、何らかの腹部症状の原因
となっている疾患であれば、ほぼすべて
がエコーの良い適応と考えていただいて
も、間違いではありません。

おわりに
　今回の講演では、その手技については
詳しくお話できませんでしたが、まずは
消化管もエコーで見えるという事実を信
じていただき、腹部エコーをされる際に
は、ついでにちょっと消化管も観察して
いただくことで、思ったより多くの疾患
が発見できると確信しています。
　今回のお話が、参加された先生方の診
療に少しでもお役に立てれば、望外の喜
びです。

コーでも診断できることが分かりまし
た。
　ということで、われわれの施設では腹
痛に限らず、貧血や便秘などいかなる病
態においても、エコーが消化管診療のフ
ァーストチョイスとなっています。

どのような疾患に有用か？
　講演では、進行胃癌や大腸癌をはじ
め、虫垂炎や憩室炎などの炎症性疾患に
ついてもご紹介しました。また小腸も本
来、含気の少ない臓器であることから超
音波の良い対象臓器であり、クローン病
（回腸の縦走潰瘍が限局性の層構造消失
として描出されました）や、貧血を主訴
と し た 空 腸GIST（gastrointestinal 
stromal tumor）の症例などをご紹介し
ました。
　また、内視鏡やＸ線造影の困難な病態
である消化管穿孔や腸閉塞などは、超音
波によりたちどころに診断が可能で、か

図

川崎医科大学　検査診断学（内視鏡・超音波）教授　　畠　二郎先生講演

審査･指導相談日 ●２月６日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 

次回受付は４月１日開始です

団体定期
生命保険 

■ 過去５年平均の配当率は47％
■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり

■ 加入者数5000人
■ ライフプランに合わせていつでも
■ 増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方や、上乗せ補償をご希望の方へ。
うつ病等の精神障害による就業不能も補償／
入院は１日目から、自宅療養は５日目から補
償／ご家族、スタッフも加入OK

死亡保険は安さが一番です
いま話題のネット生保と
比べてください！グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金

医業に精通し、納税者の立場に立った協会の税理士がサポート！

税経個別相談会
日　時　２月８日（土）、９日（日）、16日（日）、23日（日）
　　　　各13時～17時の間（事前予約制）
会　場　協会会議室
費　用　１時間あたり5000円
　　　　（医経研会員は年２回まで無料）

日　時　２月９日（日）13時～16時

会　場　協会６階会議室

講　師　松田　正廣税理士

参加費　1000円（資料代『保険医の

　　　　　経営と税務2014年版』）

　　　　※医経研会員は無料

お申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1817 山下まで
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